
別紙 
 
地域公共交通確保維持改善事業の活用について 
広域的な公共交通の維持・確保に当たっては、バスの国庫補助事業（地域公共交通確保維持改善事業：地域

間幹線系統確保維持費国庫補助金）を活用するものであるが、以下に国庫補助事業の各路線の役割及び確保・

維持の必要性を示す。 

※ 国庫補助の対象路線については、毎事業年度見直しを行うものとする。 

 
■岩手県交通 

表 国庫補助の対象路線に係る事業及び実施主体の概要 

路線名 起点 終点 事業者名 
事業許可区分 

・運行態様 

補助事業の 

活用区分 

長岡線（日詰
駅前行） 

盛岡駅前 日詰駅前 岩手県交通 
４条乗合・路線
定期運行 

国庫補助路線
（地域間幹線
系統補助） 

本宮線（湯沢
団地経由） 

矢巾営業所 盛岡駅前 同上 同上 同上 

石鳥谷線 北上駅前 志和口 同上 同上 同上 

胆沢病院線 
江刺バスセン
ター 

胆沢病院 同上 同上 同上 

水沢前沢線 水沢駅前 イオン前沢店 同上 同上 同上 
一関前沢線 一関駅前 イオン前沢店 同上 同上 同上 

本郷線 一関営業所 
千厩バスター
ミナル 

同上 同上 同上 

大船渡住田線 住田高校前 盛駅前 同上 同上 同上 
赤浜線 上大畑 赤浜 同上 同上 同上 
浪板線 浪板 上大畑 同上 同上 同上 

雫石線 
盛岡バスセン
ター 

雫石駅前 同上 同上 同上 

日詰線 盛岡駅前 日詰駅前 同上 同上 同上 

繋温泉線 
盛岡バスセン
ター 

盛岡つなぎ温
泉 

同上 同上 同上 

飯岡線 矢巾営業所 
盛岡バスセン
ター 

同上 同上 同上 

川久保線 矢巾営業所 盛岡駅前 同上 同上 同上 
長岡線（長岡
支所前行） 

盛岡駅前 長岡支所前 同上 同上 同上 

一関平泉線 一関駅前 瀬原 同上 同上 同上 

 

  



表 地域公共交通確保維持改善事業の必要性 
路線名 各路線の役割及び必要性 

長岡線（日詰駅

前行） 

・ 紫波町と盛岡市の間の通勤や通学、通院、買い物などの日常生活の移動手

段として利用されているほか、盛岡市内においても沿線の施設への移動な

どで利用されており、沿線地域の生活を維持する上で運行を維持すること

が求められる。 

本宮線（湯沢団

地経由） 

・ 矢巾町と盛岡市の間の通勤や通学、通院、買い物などの日常生活の移動手

段として利用されているほか、盛岡市内においても沿線の施設への移動な

どで利用されており、沿線地域の生活を維持する上で運行を維持すること

が求められる。 

石鳥谷線 

・ 花巻市と北上市の間や、花巻市内での石鳥谷地区と花巻市街地の間の通勤

や通学、中部病院などへの通院、北上駅・花巻駅周辺の施設への買い物など

の日常生活の移動手段として利用されており、沿線地域の生活を維持する

上で運行を維持することが求められる。 

胆沢病院線 

・ 奥州市内での胆沢病院や水沢病院への通院をはじめ、日常生活の移動手段

として利用されており、沿線地域の生活を維持する上で運行を維持するこ

とが求められる。 

水沢前沢線 

・ 奥州市内で主要な施設が複数立地する水沢地区・前沢地区への通院や支援

学校への通学などの日常生活の移動手段として利用されており、沿線地域

の生活を維持する上で運行を維持することが求められる。 

一関前沢線 

・ 一関市、平泉町、奥州市の間の通勤や平泉小学校への通学、通院、買い物

などの日常生活の移動手段や、中尊寺等への観光客の移動手段として利用

されており、沿線地域の生活や観光施設への移動手段を維持する上で運行

を維持することが求められる。 

本郷線 

・ 一関市内において、千厩地区と一関市街地の間の通勤、買い物や、沿線の

工業団地における通勤などの日常生活の移動手段として利用されており、

沿線地域の生活を維持する上で運行を維持することが求められる。 

大船渡住田線 

・ 大船渡市と住田町の間の高校への通学や、大船渡病院への通院などの日常

生活の移動手段として利用されており、沿線地域の生活を維持する上で運

行を維持することが求められる。 

赤浜線 

・ 大槌町と釜石市の間の高校への通学や、釜石市内への通院などの日常生活

の移動手段として利用されており、沿線地域の生活を維持する上で運行を

維持することが求められる。 

浪板線 

・ 大槌町と釜石市の間の高校への通学や、釜石市内への通院などの日常生活

の移動手段として利用されており、沿線地域の生活を維持する上で運行を

維持することが求められる。 

雫石線 

・ 雫石町と盛岡市の間の通勤や、いわてリハビリテーションセンターへの通

院、買い物などの日常生活の移動手段として利用されているほか、盛岡市内

において沿線の大型商業施設への移動などで利用されており、沿線地域の

生活を維持する上で運行を維持することが求められる。 

日詰線 

・ 紫波町と盛岡市の間の通勤や通学などの日常生活の移動手段として利用

されているほか、盛岡市内においても沿線の施設への移動などで利用され

ており、沿線地域の生活を維持する上で運行を維持することが求められる。 

繋温泉線 

・ 雫石町と盛岡市の間の商業施設や観光施設への移動手段として利用され

ているほか、盛岡市内においても沿線の施設への移動などで利用されてお

り、沿線地域の生活や観光施設への移動手段を維持する上で運行を維持す

ることが求められる。 



路線名 各路線の役割及び必要性 

飯岡線 

・ 矢巾町と盛岡市の間の通勤や通学、通院、買い物などの日常生活の移動手

段として利用されているほか、盛岡市内においても沿線の施設への移動な

どで利用されており、沿線地域の生活を維持する上で運行を維持すること

が求められる。 

川久保線 

・ 矢巾町と盛岡市の間の通勤や通学、通院、買い物などの日常生活の移動手

段として利用されているほか、盛岡市内においても、友愛病院への通院をは

じめ、沿線の各施設への移動などで利用されており、沿線地域の生活を維持

する上で運行を維持することが求められる。 

長岡線（長岡支

所前行） 

・ 紫波町と盛岡市の間の通勤や通学、通院、買い物などの日常生活の移動手

段として利用されているほか、盛岡市内においても沿線の施設への移動な

どで利用されており、沿線地域の生活を維持する上で運行を維持すること

が求められる。 

一関平泉線 

・ 一関市と平泉町の間の通勤・通学や通院、買い物などの日常生活の移動手

段や、中尊寺への観光客の移動手段として利用されており、沿線地域の生活

や観光施設への移動手段を維持する上で運行を維持することが求められ

る。 

 

  



■岩手県北自動車 
表 国庫補助の対象路線に係る事業及び実施主体の概要 

路線名 起点 終点 事業者名 
事業許可区分 

・運行態様 

補助事業の 

活用区分 

田老線（ふれ
いあい荘前経
由） 

宮古駅前 三王三丁目 
岩手県北自動
車 

４条乗合・路線
定期運行 

国庫補助路線
（地域間幹線
系統補助） 

田の浜線 宮古駅前 田の浜 同上 同上 同上 
小本線 宮古駅前 岩泉小本駅前 同上 同上 同上 
沼宮内線（産
業文化センタ
ー経由） 

盛岡バスセン
ター 

沼宮内営業所 同上 同上 同上 

平館駅前線 
盛岡バスセン
ター 

平館駅前 同上 同上 同上 

八幡平マウン
テンホテル線
（田頭経由） 

盛岡バスセン
ター 

八幡平マウン
テンホテル 

同上 同上 同上 

松川温泉線 
盛岡バスセン
ター 

松川温泉 同上 同上 同上 

沼宮内線 
盛岡バスセン
ター 

沼宮内営業所 同上 同上 同上 

八幡平マウン
テンホテル線
（平館経由） 

盛岡バスセン
ター 

八幡平マウン
テンホテル 

同上 同上 同上 

大更駅前線 
盛岡バスセン
ター 

大更駅前 同上 同上 同上 

二戸線 伊保内営業所 二戸駅前 同上 同上 同上 
大野線 久慈駅前 陸中大野 同上 同上 同上 
106 急行 宮古駅前 盛岡駅前 同上 同上 同上 
田老線 宮古駅前 三王三丁目 同上 同上 同上 

 

 

  



表 地域公共交通確保維持改善事業の必要性 
路線名 各路線の役割及び必要性 

田老線（ふれい

あい荘前経由） 

・ 宮古市内において、田老地区と宮古市街地の間の宮古北高校への通学や、

宮古病院への通院などの日常生活の移動手段として利用されており、沿線

地域の生活を維持する上で運行を維持することが求められる。 

田の浜線 

・ 山田町と宮古市の間の通勤や通学、通院、買い物などの日常生活の移動手

段として利用されており、沿線地域の生活を維持する上で運行を維持する

ことが求められる。 

小本線 

・ 岩泉町と宮古市の間の通勤や通学、通院、買い物などの日常生活の移動手

段として利用されているおり、沿線地域の生活を維持する上で運行を維持

することが求められる。 

沼宮内線（産業

文化センター経

由） 

・ 岩手町と盛岡市街地の間の通勤や通学、通院、買い物などの日常生活の移

動手段として利用されているほか、盛岡市内においても盛岡大学への通学

手段として利用されており、沿線地域の生活を維持する上で運行を維持す

ることが求められる。 

平館駅前線 

・ 八幡平市と盛岡市街地の間の通勤や通学、通院、買い物などの日常生活の

移動手段として利用されているほか、盛岡市内においても盛岡農業高校へ

の通学や、自衛隊の通勤等の移動手段として利用されており、沿線地域の生

活を維持する上で運行を維持することが求められる。 

八幡平マウンテ

ンホテル線（田

頭経由） 

・ 八幡平市と盛岡市街地の間の通勤や通学、通院、買い物などの日常生活の

移動手段として利用されているほか、盛岡市内から八幡平市の観光施設へ

の移動手段、盛岡市内での盛岡農業高校への通学手段として利用されてお

り、沿線地域の生活や観光施設への移動手段を維持する上で運行を維持す

ることが求められる。 

松川温泉線 

・ 八幡平市と盛岡市街地の間の通勤や通学、通院、買い物などの日常生活の

移動手段として利用されているほか、盛岡市内から八幡平市の観光施設へ

の移動手段として利用されており、沿線地域の生活や観光施設への移動手

段を維持する上で運行を維持することが求められる。 

沼宮内線 

・ 岩手町と盛岡市街地の間の通勤や通学、通院、買い物などの日常生活の移

動手段として利用されているほか、盛岡市内においても盛岡大学への通学

手段として利用されており、沿線地域の生活を維持する上で運行を維持す

ることが求められる。 

八幡平マウンテ

ンホテル線（平

館経由） 

・ 八幡平市と盛岡市街地の間の通勤や通学、通院、買い物などの日常生活の

移動手段として利用されているほか、盛岡市内から八幡平市の観光施設へ

の移動手段、盛岡市内での盛岡農業高校への通学手段として利用されてお

り、沿線地域の生活や観光施設への移動手段を維持する上で運行を維持す

ることが求められる。 

大更駅前線 

・ 八幡平市と盛岡市街地の間の通勤や通学、通院、買い物などの日常生活の

移動手段として利用されているほか、JR 花輪線への接続手段として利用さ

れており、沿線地域の生活を維持する上で運行を維持することが求められ

る。 

二戸線 

・ 九戸村と二戸市街地の間の通勤や通学、通院、買い物などの日常生活の移

動手段として利用されているほか、二戸市内において通学などの移動手段

として利用されており、沿線地域の生活を維持する上で運行を維持するこ

とが求められる。 

大野線 

・ 洋野町と久慈市の間の高校への通学や久慈病院等の通院などの日常生活

の移動手段として利用されており、沿線地域の生活を維持する上で運行を

維持することが求められる。 



路線名 各路線の役割及び必要性 

106 急行 

・ 盛岡市と宮古市の間の通勤や通学、通院、買い物などの日常生活の移動手

段として利用されているほか、宮古市内の川井地区と宮古市街地の間の移

動などにも利用されており、沿線地域の生活を維持する上で運行を維持す

ることが求められる。 

田老線 

・ 宮古市内において、田老地区と宮古市街地の間の宮古北高校への通学や、

宮古病院への通院などの日常生活の移動手段として利用されており、沿線

地域の生活を維持する上で運行を維持することが求められる。 

 

  



■ジェイアールバス東北 
表 国庫補助の対象路線に係る事業及び実施主体の概要 

路線名 起点 終点 事業者名 
事業許可区分 

・運行態様 

補助事業の 

活用区分 

早坂高原線 盛岡駅前 龍泉洞前 
ジェイアール
バス東北 

４条乗合・路線
定期運行 

国庫補助路線
（地域間幹線
系統補助） 

軽米線 二戸駅 軽米病院 同上 同上 同上 

平庭高原線 
盛岡バスセン
ター 

久慈駅 同上 同上 同上 

二戸久慈線 二戸駅 久慈駅 同上 同上 同上 

 

表 地域公共交通確保維持改善事業の必要性 
路線名 各路線の役割及び必要性 

早坂高原線 

・ 岩泉町と盛岡市の間の通勤や通学、通院、買い物などの日常生活の移動手

段として利用されているほか、盛岡市内から龍泉洞などの観光地への移動

手段として利用されており、沿線地域の生活や観光施設への移動手段を維

持する上で運行を維持することが求められる。 

軽米線 

・ 軽米町と二戸市の間の通学や、二戸病院への通院などの日常生活の移動手

段として利用されているほか、二戸市内での商業施設や病院などへの移動

手段、軽米町への観光の移動手段として利用されており、沿線地域の生活や

観光施設への移動手段を維持する上で運行を維持することが求められる。 

平庭高原線 

・ 久慈市、葛巻町、岩手町、盛岡市の間において通勤や通学、通院、買い物

などの日常生活の移動手段として利用されているほか、久慈市内の山形地

区と久慈市街地の間の移動などにも利用されており、沿線地域の生活を維

持する上で運行を維持することが求められる。 

二戸久慈線 

・ 二戸市、九戸村、久慈市の間において通勤や通学、通院、買い物などの日

常生活の移動手段として利用や、新幹線と接続していることによる二戸市

と久慈市の間の観光利用、九戸村内での沿線の道の駅への移動手段として

利用されており、沿線地域の生活や観光施設への移動手段を維持する上で

運行を維持することが求められる。 

 


